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（趣旨）

第1条　この協定は，地震，異常渇水等による水道災害において，日本水道協会

北海道地方支部道西地区協議会（以下「地区」という。）が，被災都市の

速やかな給水能力の回復のため地区管内の各会員相互間で行う応援活動に

ついて，必要な事項を定める。

（会員の責務）

第2条　地区管内において水道施設に被害が発生した場合は，会員は，この協定

の定めるところにより，被災会員に対し，当該被害の復旧にあたり，全面

的に協力する責務を負う。なお，日本水道協会北海道地方支部から応援の

要請があった場合においても地区長都市（以下「区長」という。）の要請

に基づき応援協力をすることとする。

（相互応援のための平常準備）

第3粂　会員は，毎年5月末日までに応急給水容器および応急復旧用資材を調査

し，その調査結果を集計し，その調査結果を区長に通知しなければならな

い。

2　　区長は，必要に応じて前項の集計結果を会員に通知するものとする。

（応援要請の手順）

第4条　応援要請の手順は，次の各号による。

（1）各会員は，区長へ応援を要請する。

（2）区長は，地区管内の他の会員に応援を要請し，さらに必要と認めるとき

は，日本水道協会北海道地方支部へ応援を要請する。

（応援要請の内容）

第5条　応援の要請は，次の事項を明らかにし，口頭，電話または無線等の伝達

手段を用いて行い，後日，様式により速やかに要請先まで提出する。

（1）災害の状況

（2）必要とする資機材，物資等の品目および数量

（3）必要とする職員の職種別人員

（4）応援の場所および応援場所への経路

（5）応援の期間

（6）前各号に掲げるもののほか必要な事項



（応援活動の種類）

第6条　会員が行う応援活動は，概ね次のとおりとする。

（1）応急給水作業

（2）応急復旧作業

（3）応急復旧用資材の提供

（4）工事業者の斡旋

（5）前各号に掲げるもののほか特に要請のあった事項

（応援要員の派遣）

第7条　応援要員を派遣するときは，被災状況に応じ給水用具，作業用工器具，

衣類，食料その他日用品のほか野外で宿営できるようにテント，シュラフ，

携行電灯，カメラおよび冬季においては防寒具などを携行させるものとす

る。

2　　派遣応援要員は，被災会員の指示に従って作業に従事する。

3　　派遣応援要員は，会員名を表示した腕章等を着用する。

（応援要員の受入）

第8粂　応援活動が迅速かつ適切に遂行できるようにするため，被災会員は応援

要員の宿泊施設および応援車両の集合場所等を指定するものとする。

（費用の負担）

第9条　この協定に基づく応援に要する費用は，応援要員に係わる基本的な人件

費およびその他法令に別段の定めがあるものを除くほか，原則として被災

事業体が負担するものとする。

（会員以外への協力）

第10条　会員は，地方支部管内の会員以外の水道事業体が災害により被災したと

きは，前各条に準じ応急給水等の協力に努めるものとする。

（委任）

第11条　この協定の実施に関して必要な事項については，区長が別に定める。

附　則

1　　この協定は，平成〆お年ブタ月　／日から施行する。

2　　日本水道協会北海道地方支部震害等に伴う水道施設被害復旧に関する相

互応援対策要綱（昭和55年度第51回支部総会決定）は，廃止する。



この協定の成立を証するため本書1弓通を作成し，区長および各会員記

名押印の上，各自その1通を保有する。

平成／β年′∂月　／日

日本水道協会北海道地方支部道西地区協議会区長

函館市長　　　　木戸浦　隆

日本水道協会北海道地方支部道西地区協議会会員

江差町長　　　　若

恵山町長　　　　山

大野町長　　　　鍵　谷

皿



長万部町長

上磯町長

上ノ国町長

木古内町長

鹿部町長

知内町長

戸井町長

中　村

海老澤　順

福　原　賢

泉

相　澤

国昭」那
加漕書庫
宕書［巨詣
臼だ／措昌

水　戸　忠

州鮎媚
郡呂戸而

也哲本脇



椴法華村長

七飯町長

福島町長

松前町長

南茅部町長

森町長

八雲町長

鎌田作麿蓄

水　嶋

薮　内

飯　田

湊　　美喜

長谷川　洋

明村松


